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部活動と地域クラブ活動について 

教育部 学校教育課 【きぼう】 

 

１ 令和６年度活動する 17地域クラブ（加入生徒数は 12月 10日現在） 

・やいづ柔道倶楽部３名              ・剣道焼津館 34名 

・やいづ相撲クラブ５名              ・レクスポ焼津 14名 

・やいづ海洋クラブ 19名（定員 20名）       ・焼津水夢クラブ９名 

・焼津高校Ｓaltar（トランポリン）13名      ・静岡ジュニアレスリング９名 

・焼津 eスポーツクラブ 32名           ・焼津ＡＣ（陸上競技）38名 

・焼津ジュニアテニスクラブ 97名         ・やいづ卓球クラブ 85名 

・焼津バレーボールクラブ（男子）34名      ・書学クラブ６名 

・焼津クラシックバレエ６名            ・やいづよさこい倶楽部１名 

・焼津フラダンスクラブＭaile０名                  計 405名 

 ※地域クラブ指導者 81名の中に、現職教員 13名、退職教員 13名が含まれている。 

 

２ 本年度推進委員会を行い、令和７年度に学校部活動から地域クラブ活動へ移行を目指 

 す５種目の進捗状況 

（1）令和 7年度地域クラブ開設をめざして、合同部活動を行っている種目の地域移行に 

向けた進捗状況（太字下線は会場：日付は最終会合日） 

〇野球（11/19） 

焼津・大村・東益津（焼津タートルズ）（指導者２名：外部指１、現職教１） 

豊田・小川・港（焼津シーガルズ）（指導者５名：外部指２、地域１、現職教２） 

大富・和田・大井川（焼津ウェイブズ）（指導者４名：現職教３、地域１） 

※指導者は現在顧問を務めている教員の希望が多い。３月の教職員人事異動により他

校や他市等への異動があっても、このクラブの指導者として指導を継続していただ

くことを確認済み。 

 

３チームを立ち上げ予定 

 

〇サッカー（焼津蹴球クラブ～YSC～）※本部（12/４） 

焼津・大村・東益津（YSC A）（指導者３名：外部指１、部活動指１、地域１） 

豊田・小川・港（YSC B）（指導者３名：現職教１、外部指２） 

大富・和田・大井川（YSC C）（指導者２名：現職教２） 

※部活動の地域移行の方向性について、現在顧問を務めている教員にも改めて理解し

てもらうこと、また、移行後新たな指導者が円滑に活動を進められるようにするた

めに一定期間顧問である教員にも協力をお願いすることを目的として、１月 17日

（金）に説明する会を実施予定。 

 

３チームを立ち上げ予定 

資料４ 
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〇女子バレーボール（11/19）（焼津バレーボールクラブ（女子）） 

焼津・大村・東益津 

豊田・小川・港 

大富・和田・大井川 

（指導者４名：地域２、退職教（外部指）１、現職教１） 

※現在指導者数が少ないため地域クラブは１チームとして立ち上げる。しかし、すで

に合同部活動として３チームに分かれて活動しているため、生徒が参加しやすいよ

うに練習会場は３会場確保して活動する。合同部活動での中体連大会への参加や将

来的に人数が増えたときは３チーム編成にすることも見据えている。なお、本年度

立ち上がった焼津バレーボールクラブ（男子）と一組織にするという案も出ている。 

※焼津バレーボールクラブ（男子）は、すでに令和６年９月７日に活動を開始してい

る。 

 

1チーム（会場は３会場）を立ち上げ予定 

 

〇バスケットボール（12/５） 

男子 

焼津・大村・東益津（指導者 1名：外部指１）※大村中 OBも指導参加予定 

   豊田・小川・大富（指導者２名：外部指２） 

   港・和田・大井川（クラブチーム：MSR） 

  女子 

焼津・大村・東益津（クラブチーム：MSR） 

   豊田・小川・大富（クラブチーム：ビーナス） 

   港・和田・大井川（クラブチーム：MSR、外部指導者） 

※７月当初は男女合わせて３チームを立ち上げ予定であったが、参加希望生徒数

が多いことや、合同部活動のチームを崩さないで地域へ移行したいことから、

推進委員会で検討し、指導者募集を継続することで、男女計 6チームを立上げ

る方向で調整済み。 

 

男子３チーム、女子３チームを立ち上げ予定 

 

(2) 令和 7年度地域クラブ開設を目指し、準備を進める種目 

〇吹奏楽（11/19）（やいづ吹奏楽クラブ） 

・東益津地域交流センター（指導者：現職教員２） 

・令和 7年 11月頃にスタート予定（各中学校で文化発表会が終わった後） 

活動場所：東益津地域交流センター（年間を通して土曜日午前会場利用可能） 

※会場が北部の 1 会場となるため、南部の生徒については、大井川地域交流セ

ンターで行っている大井川ジュニア吹奏楽教室（小学生も参加、定員在り）へ

の参加も可能であることを紹介する。 

楽器保管場所：音楽準備室及び音楽室前の倉庫に楽器を置くことは可能。 
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使用楽器：管楽器は、学校部活動で使用しているものを持参する。 

打楽器は部活動を実施していない和田中学校の楽器を借り、修繕し

て使用する方向で検討中。 

※和田中学校で令和７年度に吹奏楽部の募集を行うことが決まった

場合は、当面は今ある楽器で活動予定。 

・令和 7年２月 22日（土）午前に試行的に実施を予定 

・会場：東益津地域交流センター 

     

〇ボーイスカウト（Ｒ５・６推進委員会聴講）（やいづボーイスカウトクラブ） 

・活動内容 野外活動の計画と実施（野外炊事、野外ゲーム、野外工作、防災活動、

ロープワーク） 

・指導者 代表 2名、指導者 3名 

・活動拠点 大村、和田、大井川地域交流センター 

・活動回数・活動費 月２回程度、月 1,000円（キャンプ等の費用は実費負担） 

 ※３月 23日（日）焼津地域交流センターで説明会 

 

〇練功倶楽部（Ｒ５・６推進委員会聴講）（やいづカンフークラブ） 

・活動内容 武術太極拳（競技用長拳、太極拳） 

・指導者 代表１名、指導者３名（代表者１名含む） 

・活動拠点 大井川中平成館 

・活動回数・活動費 月３回 土曜日 月 3,000円 

 

〇みんなのＡＳＯＢＩ（総合型スポーツクラブ）（Ｒ６推進委員会聴講） 

・活動内容 スポーツ体験（フットサル、ダブルダッチ、バスケットボール、ヨガ等） 

・指導者 代表２名、様々な指導者を参集可能（ヨガインストラクター、元なでしこリーガー等）  

   ・活動拠点 港中学校（現在はシーガルドーム等） 

・活動回数・活動費 平日 or日曜日 1回 500円 

 

令和７年度中に、休日に行われている学校部活動については、すべて地域クラブへの移

行を完了する予定である。令和８年度からは、平日の部活動についても、地域クラブへの

移行を進めていく。              

 

３ 地域クラブ活動在り方検討委員会の取組 

(1) 地域クラブ活動ガイドラインの作成 

・「文科省の学校部活動及び新たな地域クラブ活動の総合的なガイドライン」、「焼津市

学校部活動ガイドライン」、「焼津市地域クラブ活動申し合わせ事項」をもとに検討を

進めた。 

→第２回地域クラブ活動在り方検討委員会で提案し、校長会へも意見を求め、集約、修

正したものを課決済み。次回、第３回地域クラブ活動在り方検討委員会で承認を得る

方向。 
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(2) 平日の地域クラブ活動の推進を含め、今後のスケジュールの作成 

・平日の学校部活動の地域クラブ移行へのロードマップを作成し、ガイドラインと合

わせ、今後の地域クラブの方向性を明らかにする。 

→平日の地域移行を令和 10年度までに見据えた、推進計画を作成済み。 

(3) 平日の地域クラブの活動実施を見据えた協力体制の構築 

・関係機関の担当者を在り方検討委員会メンバーに加え、体制を強化する。 

→令和６年度からは、地域クラブ活動在り方検討委員会にスマイルライフ推進課にも

入っていただき、検討を重ねている。 

(4) 学生ボランティアの可能性について 

・各種目での活動支援ボランティアとして関係機関への協力を依頼する。 

 →各種目推進委員会の意向も踏まえながら、各協会、連盟、関係団体に指導者募集の要

請・説明をしている。 

※焼津市と静岡大学が協定を結んだことにより、実現につなげたい。 

 

４ 部活動の円滑な地域移行及び持続可能な活動に向けて 

・地域クラブへの完全移行までは、教育委員会を中心に市長部局も含め、社会教育全般

で進める体制づくりを進めたい 

 

これまでも、地域クラブ活動在り方検討委員会には、文化振興課やスポーツ課にも参

加していただいており、本年度からはスマイルライフ推進課にも加わっていただいて

いる。11 月８日（金）第３回地域クラブ活動在り方検討委員会で、現在学校部活動の

参加人数が多い美術等の文化部活動の開設に向けて情報共有を求めたところ、文化振

興課石野係長から焼津市文化連盟のお話をいただいき、後日、11月 26日（火）に、文

化振興課長、係長、事務局で焼津市文化連盟について情報共有の場を設けていただけ

た。 

このように、教育委員会を含め、協働で進める組織体制を確立することで、円滑な地

域移行と持続可能な活動の実現ができると考える。 

今後も他課と連携しながら進めるとともに、平日の地域移行も見据えて、新たな組織

体制整備にも取り組んでいきたい。 

    

 

 


